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訪問型子育て支援「ホームスタート」の可能性 
― 潜在的利用者へのアプローチと隙間を埋める支援 ― 
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要  約 地域子育て支援において，真の支援対象とは「子育て支援施設の潜在的利用者」，つまりどの支援
の場にも参加しない母親である。そこで，ここでは英国で始まった訪問型子育て支援「ホームスタート」に
着目した。「ホームスタート」が，子育て支援施設の潜在的利用者を施設へいざなうアプローチとして，「隙
間を埋める支援」として有効である可能性を明らかにしていく。 
本稿では，「ホームスタート」を利用することで，母親がプラス感情を高め，支援の場に足を運ぶ，就労

するといった結果を得ることができた。この活動を地域子育て支援の中に組み込み，官民が連携して推進し
ていくことが必要ではないか。行政が介入するべき問題を抱えた家庭と，困難を抱えていない家庭の「隙間
を埋める支援」として一定の効果が見込まれる「ホームスタート」を子育て支援政策の中に浸透させていく
ことは，子育て環境の整備と母親たちの豊かな子育てを支える支援につながるであろう。 

 キーワード：地域子育て支援，ホームスタート，潜在的利用者，隙間を埋める支援，KJ法 
 
Abstract In community childcare support, people who are truly in need of support are “potential users” of 
childcare support facilities. In other words, these people are mothers who are not currently part of any support 
network. The current study focused on “Home-Start”, which is an in-home childcare support service that 
originated in the UK. This study identified approaches to attract potential users of childcare support facilities and it 
found that in-home childcare support is effective as a “community safety net”. 

Use of “Home Start” generated positive feelings on the part of the mother, which resulted in her visiting 
support sites and seeking employment. This service needs to be incorporated in community childcare support, and 
the public and private sector need to work together in promoting this service. “Home-Start” will presumably be 
effective to some extent as a “community safety net” for families that are dealing with problems that require 
government intervention and families that are not dealing with those problems. Expanding "Home-Start" as part of 
childcare support policies should help to improve conditions for childcare and to help mothers better care for their 
children. 

 Keywords：Community childcare support, Home Start, Potential users, Community safety net, KJ method 
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1 問題と目的 

日本の少子化対策は，1994（平成 6）年の「エン
ゼルプラン」から 5年ごとに見直しが図られ，安心
して子どもを産み育てる社会を目指す，量的支援を
中心に推進されてきた。その後，少子化対策を前面
に出した施策は，子どもと子育てを応援する社会，
子どもを生み育てることに夢を持てる社会の実現の
ための施策へと変化した。そして「子ども・子育て
支援法」に基づく「子ども・子育て支援新制度」で
は，施設の拡充といった量的支援に加え，支援の質
の向上を目標として，地域の資源や人材を活用し，
社会全体で子育てを支えていくネットワークの構築
が求められ，各自治体によって様々な取り組みが行
われている。 
地域子育て支援では，母親たちが気軽に集い，子
育てスキルを高め合う場を作り「子どもの最善の利
益」を追求する社会活動として一定の成果を上げて
いる。しかしながら，子育てをする母親からは，未
だに子育て支援の場に「行く勇気がない」や「やっ
と踏み出すことができた」といった声が聞かれる。
香崎（2012）は，子育て支援施設の非利用者を対象
とした研究は少ないとしながらも，先行研究のレビ
ューを行っている。その中で，支援の場を利用する
母親と利用しない母親を比較し「利用者は子育て支
援施設に関する情報を積極的に集め利用しているが，
非利用者はいずれの施設ともコンタクトをとらない
という傾向にある 1)」と述べている。地域子育て支
援では，母子が一緒に楽しめる催しや，妊婦を対象
とした出産準備講座を開催するなど，各施設におい
て独自の取り組みがなされている。しかし，こうし
た場を用意して待っているだけでは，潜在的利用者
を支援の場に誘うことは難しい。さらに香崎は，潜
在的利用者の掘り起こしには継続したアウトリーチ
活動が必要であるとし，「現在子育て支援センターで
行われているアウトリーチ活動とは『地域に出向い
て行う活動』であり，『地域にいて活動に出てこない，
出てくることができない人に対して行われる活動』
と決して同義ではない 2)」と指摘している。つまり，
子育て支援の場に出てくることができない母親に必
要なのは，「ドアノッキング」のアプローチであるが，
保健師，助産師等による新生児訪問指導といった限
定的な取り組みでは十分な効果は期待できない。自
治体によっては，1 人の担当者が妊娠中から母親に

寄り添い，出産後も育児についての助言をするなど，
子どもの成長に合わせて継続的にサポートしていく，
フィンランドの包括的子育て支援「ネウボラ1」を導
入しているケースもある。しかし，こうした仕組み
を構築するためには，大きな改革が必要になる。 
一方で，カスタマイズされた支援のニーズは年々
高まっている。次世代育成支援対策推進法では，社
会を担う子どもを育成する家庭への支援と，子ども
が健やかに育成される環境の整備のための行政が講
ずる施策や，企業には規模に応じて事業主が行う「一
般事業主行動計画」を策定することが義務付けられ
ている。行政では，制度の隙間から漏れる人を無く
すためのセーフティーネットや各機関のネットワー
ク構築を推進しており，また，企業においては，「ワ
ークライフバランス」を実現させるための，雇用環
境の整備が急がれている。 
筆者は，子育て支援施設への一歩を踏み出すこと
ができない母親や，行政の支援対象にはならないが
何らかの手助けを必要とする家庭への援助として，
イギリスで始まった「ホームスタート」に着目した。
ホームスタートは，子育て経験者などのボランティ
アが家庭を訪問し，親の孤立感を軽減させ，情緒的
に安定するための援助をする取り組みである。日本
においてもこの活動が広がりつつある。ここでは子
育て支援施設の潜在的利用者を施設へいざなうアプ
ローチとして，また行政支援との「隙間を埋める支
援」としてのホームスタートの可能性について検討
していく。 

2 ホームスタートとは 

ホームスタートとは，乳幼児がいる家庭に，地域
の子育て経験者（ホームビジター）が週に 1回 2時
間程度，定期的に訪問し「傾聴」や「協働」をする
訪問型子育て支援活動である。 
この活動を行う「Home-Start.UK」は，1973（昭

和 48）年にマーガレット・ハリソン（Margaret 
Harrison）によって設立された。ハリソン氏は，ソ
ーシャルワーカーとしての経験から，子育て世帯が
安定した家庭生活を送るためには，専門機関からの
アプローチだけでは不十分であると痛感し，子育て
                                                                 
1 ネウボラ(neuvola)はアドバイス（neuvo）の場という意
味。妊娠期から就学まで，同じ担当者が子どもの発達･
成長支援や，家族全体のサポートを行う。日本の自治体
でも導入されている。 
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経験者などのボランティアが「友人」として家庭に
入り援助することが必要だと感じた。また，ホーム
スタートを経験した人が，その経験を地域社会に返
し，その中でさらにエンパワーされていく効果を期
待した。レスターで始まったこの活動は，イギリス
全土，さらに世界中に広がり，現在，22カ国で実践
されている。 
日本におけるホームスタートの取り組みについて
は，NPO法人「ホームスタート・ジャパン」が，全
国ネットワーク組織として行っている。「ホームスタ
ート・ジャパン」では，日本版支援システムの開発，
オーガナイザー2養成研修や「スキーム3」の立ち上
げ支援とコンサルテーション，普及に向けた政府機
関との協議など，導入・運営にかかる支援を行って
いる。以下，ホームスタートの目的と方法について
「訪問型支援『ホームスタート』実践ガイド」を引
用しながら解説する。 

ホームスタートの支援対象は，虐待家庭では
なく，子育てへの不安感が高い，安定感を欠い
ているといった，いわゆる「気になる家庭」で
ある。このような孤立した高ストレス家庭こそ
が，最も支援が届きにくく，虐待等のリスクが
高いとし，こうした家庭への唯一の支援方法が
ホームスタートであると考えている。 
 日本におけるホームスタートでは，英国との
国民性や価値観，制度，ニーズの違いを考慮し，
2008年の試行事業から日本版支援システムを使
用して推進されている。「ホームスタート・ジャ
パン」は，日本国内での安定的な普及を目的と
した中間支援組織であるため，各スキームに対
する直接的な資金援助は行っていない。しかし，
間接的な支援として，厚生労働省に働きかけ，
各種地域子育て支援を促進するための支援や次
世代育成支援人材養成事業を活動費として活用
できる仕組みを構築している。近年では，自治
体も参入し，内閣府の協働事業制度を活用し，
自治体・市町村・NPOの協働で行うケースも見
られる 3）。 

「Home-Start.UK」が公表している 2017年実績に
                                                                 
2 ホームスタートの活動をコーディネートするキーパー
ソン 

3 ホームスタートの仕組みを使った家庭訪問型支援を実
施する地域組織 

よると，英国内には 269の「スキーム」があり，16,000
人のボランティアが 30,000 家族と 60,000 人の子ど
もたちの生活をサポートしている 4）。また，「ホーム
スタート・ジャパン」では，国内のスキーム数は 95，
約 1,800 名のホームビジターが活動を支えている
（2017年 9月時点）5）。 
ホームスタートは，専門家ではない，地域の子育
て経験者が母親に友達のように寄り添いながら，共
に活動することで，母親の豊かな子育てと子どもの
育ちを支えていく支援である。引きこもりがちな母
子が，地域の子育て支援や人々とつながるためのき
っかけづくりを応援する，有意義な取り組みである。
また，ホームスタートでは，ボランティアを活用し
た民間運動の高まりによる相互支援であることを重
視しているが，地域子育て支援として安定的にホー
ムスタートを運営していくには，官民の連携が不可
欠であると考える。本稿では，こうした支援の有効
性に一早く着目し，地域子育て支援の一環として行
政に働きかけホームスタートを推進している，関東
近郊 K市の「子育て支援センターM」における活動
実践について分析，考察する。 

3 「子育て支援センターM」の概要と研究方法 

3.1 「子育て支援センターM」の概要 
「子育て支援センターM」（以下、「支援センター

M」）は，2012（平成 24）年 7 月に設置され，K 市
の地域子育て支援拠点として活動を行っている。母
体の学校法人 K学園は，認定こども園，小規模保育
施設，学童クラブなどの運営も行っており，職員は
相互に配置転換がなされ，「支援センターM」にも幼
稚園教諭や保育士の資格を持つ職員が常駐している。 
「支援センターM」では，ホームスタートを実施
するスキームを運営し，事業の構築からホームビジ
ターの養成，派遣までを一体的に行っている。運営
は，2 名のオーガナイザーが行っており，さらに専
門的なコンサルテーションを行う運営委員会が組織
されている。運営委員（トラスティ）には，オーガ
ナイザー2名に加え，認定こども園理事長，園長，K
市職員（保健センター所長，子育て支援員），大学教
員が名を連ね，運営方針や方法を検討している。ま
たこのスキームには，研修を受けた地域の子育て経
験者 15 名のホームビジターがボランティアスタッ
フとして登録されている。 
「支援センターM」におけるホームスタート事業
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は，民間のこども園が行政を先導し，地域に働きか
ける新しいスタイルである点も興味深い。ホームス
タートでは，民間から沸き起こる支援活動であるこ
とを重視している。しかし，継続的，安定的な支援
を行うためには，ボランティアの善意に頼るだけで
はなく，このように行政と共に活動を推進していく
組織や仕組みの構築が必要であろう。 

3.2 研究方法 
ホームスタートが，子育て支援施設の潜在的利用
者を施設に誘う，行政支援との「隙間を埋める支援」
として有効である可能性を検討するために，調査を
行った。調査対象は，「支援センターM」が運営する
スキームに登録しているホームビジターと，運営ス
タッフであるオーガナイザー2名である。 
調査開始時に，施設と名称使用や調査方法，倫理
的配慮事項について書面を交わし，調査対象者にも
周知した。さらに，面接時に ICレコーダーで録音を
することについてもその都度了承を得た。 
面接時間は 1 名につき約 30 分，ホームビジター

との面接時には毎回オーガナイザー2 名が同席した。
オーガナイザーについては，2 名に対して同時に約
1時間の面接を行った。 
まず，予備調査として 15 人のホームビジターに
質問紙調査を行い，結果を KJ法で分析した。また，
オーガナイザー2 名，ホームビジター3 名に対し半
構造化面接を実施した。3 名のホームビジターが利
用者に行った援助について，事例を作成し考察した。 

4 結果と考察 

4.1 ホームビジターへの質問紙調査結果 
ホームビジター15名に質問紙を配布し，8名から

回答（無記名）を得ることができた。質問紙では，
4つの項目について自由記述形式で行った（Table 1）。
ホームビジターの中には，研修は受講したが，まだ
実際の支援を行っていない人も含まれるため，ホー
ムビジターとしての活動が始まった際にはどうする
のかという思い，もしくは無回答も含まれる。8 名
の回答者は，暫定的に A～Hとした。Table 2に，そ
れぞれの質問に対するホームビジターの回答を示す。 
 ホームビジターがホームスタートを知ったきっか
けは，「職員や知人からの紹介」，「市の広報」がほぼ
同数であった。ボランティアに参加しようと思うき
っかけでは「自身も周囲に助けられた経験があり， 

Table 1 Questions 

①
ホームスタートを知ったきっかけ，またホームビ
ジターをやってみようと思われた理由について
教えてください。

② ホームビジターとして家庭を訪問した際，主にど
のような支援を行っていますか。 

③
ホームビジターとして家庭を訪問する際に心が
けていること，気を付けていることについて教え
てください。

④
ホームスタートの「隙間を埋める支援」という概
念ついて，どのようなお考えをお持ちですか。ご
自身が考える「隙間を埋める支援とは」について
も教えてください。

 
自分も誰かを助けたい」や「行政の支援では不十分」，
「現代社会に必要な支援だから」であった。支援の
際に心掛けていること，気をつけたいと思うことと
しては，「自分の考えを押し付けない」，「傾聴」とい
うように，母親に寄りそうことを第一とする人が多
かった。また，「隙間を埋める支援」について，ホー
ムビジターは「行政とインフォーマルな社会資源と
の隙間」，「形式ばらない支援」，「母親の孤独感の軽
減」など様々に解釈していた。ここでは，尾崎ら
（2016）の「専門的な支援を受けるほど問題は重篤
ではないものの，子育てにストレスを感じている家
庭 6）」に対する支援という考え方にならい，行政の
支援対象となる家庭と，特に支援を必要としない家
庭の間，ここを「隙間」と考え，何らかの問題を抱
え，機能不全に陥っている家庭への支援を「隙間を
埋める支援」とした。   

Fig.1 は，ホームビジターの「隙間を埋める支援」
に対する意識を KJ法で分類した結果図である。「孤
独感，不安感」を抱える母親は，「自分だけがわがま
まなのか」，「このくらい当たり前なのか」と悩んで
いる。行政からの支援もあるが，「どこに助けを求め
ればよいのかわからない状態」の母親は，その支援
に辿り着けない，辿り着いたとしても枠組みの中で
の限られた支援であったり，自身が支援の対象にな
らない場合もある。こうした「隙間」を埋めること
ができるのが，ホームスタートであると考えられる。 
ホームスタートでは，ホームビジターが母親の置
かれた状況を受け止めた上で，悩みを共有し，友達
のような手助けをする。行政からの画一的な支援で
はなく，こうしたカスタマイズされた援助を受ける 
ことによって，母親の心に余裕が生まれ，子育てを
楽しむ気持ち，子どもを大切に思う気持ちが広がり， 
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Table 2 Visitor responses 

 

1.ホームスタートを知ったきっかけ、またビジターをやってみようと思われた理由について教えてください。 

A：多胎児の子育て支援の研修でホームスタートのことを知り、行政でのフォローだけでは十分ではないことを強く感じ、自分に出

来ることがあればとの思いから参加している。 

B：オーガナイザーから「支援センターM」で活動を始めることを聞き、ビジターを勧められた。「切れ目のない子育て支援」とし

て、ホームスタートはとても重要な役目と感じた。自分も子育てが始まった頃、実家が遠く、隣家の人や友人にちょっとしたこと

で助けられ、ありがたかった。自分も誰かのちょっとした手助けになればと思った。 

C：ビジターとして活動している友人の勧めで参加した。子育て経験があれば OKという点が参加しやすかった。 

D：声を掛けてもらったから。 

E：知り合いが活動をしており、自分も苦しい時があったので助けになればと思ったから。 

F：ホームスタートがあることを知り、内容を聞いて現代社会の中で必要な関わりだと感じ、少しでもお役に立てることがあればと

思い参加した。 

G：市の広報によりホームスタートの存在を知り、子育てに関する傾聴活動に興味があり、ボランティアに参加したいと思った。 

H：市役所にホームスタートのチラシが置いてあり、たまたま拠点がある「支援センターM」が、孫の通う幼稚園だったので具体的に

聞いてみようと思った。自分が娘を育てる時に大変だったので、共感しながら支援をできると思ったのと、「傾聴」に興味があり

学んでいたので。 

2.ビジターとして家庭を訪問した際、主にどのような支援を行っていますか。 

A：ビジターとしての訪問はまだないが、母親に寄り添える支援を行いたいと思う。 

B：一緒に買い物や支援センターに行き、下の子をおぶったり、ベビーカーを押したり、上の子の遊び相手になった。産後うつの母

親には、主に傾聴を心掛けた。出産年齢や、転居先での子育てという共通点があることで距離が縮まり、安心感を与えられたよう

に思う。 

D：入浴介助、子どもと遊ぶ。その間（母親は）夕食の準備をする。 

G：ホームビジターとしての経験が浅く、現在のところ傾聴のみ。 

H：まだビジター講座を修了したばかりで実際の支援には入っていないが、もし入った時は、どんな状況でも自分の価値観を押し付

けず、利用者さんの価値観を尊重しようと思っている。 

3. ビジターとして家庭を訪問する際に心がけていること、気を付けていることについて教えてください。 

A：訪問では、「家庭に入る」という当たり前のようで、本当は大きな課題をクリアすることに細心の注意が必要だと思う。ビジター

としてではないが、日頃の訪問時は迎える側に負担なく自然に入るように心掛けている。 

B：利用者本人とお子さんはもちろんの事、他の家族の方にも自分が訪問することで安心してもらえたらいいなと思っている。勇気

をもってホームスタートを利用することに対して、今の状況を少しでも良くしたいと思い行動を起こしたことに対して、利用者を

尊敬している。利用者の考えを否定せず、まずは受け止める。自分のテンポや考えを押し付けない。相手のテンポに合わせる。 

D：寄り添う気持ち、理解する気持ちを持つ。 

G：ホームスタートは、乳幼児のいる家庭に訪問するため手洗いが基本。アクセサリーはしない、カジュアルで清潔な服装など、身

だしなみを心掛けるとともに、極力プライバシーに触れないようにしている。 

H：「困っているから」（と）、やっとヘルプを出せた利用者さんの勇気は凄いと思うので、私たちビジターからジャッジされたり、ビ

ジターの価値観を押し付けられたら、傷ついたり、頼まなければよかった（とおもうかもしれない）。（そう）思われないよう、ど

んな状況でも安心して「ヘルプ！」と言ってもらえるよう応援する、受け止める、という姿勢を大切にしたいと思っている。 

4. ホームスタートの「隙間を埋める支援」という概念ついて、どのようなお考えをお持ちですか。ご自身が考える「隙間を埋める支

援とは」についても教えてください。 

A：行政の支援、地域の支援、家族の支援等、子育てをしている母親にとってどこに何を求めてよいのか迷う。わがままなのか、こ

れくらい頑張るのが当たり前なのか･･･でも少し辛い。不安が少しづつ大きくなっていくことで孤独感が強くなるなど、ほんの少

しの支援があれば母親力がアップでき、自身を持って前に踏み出せると思う。 

B：子育て中の母親を孤独にさせないよう、笑顔になれるよう、小さな隙間に目を向けて、小さな手助けをする。助けられた経験か

ら、相手を思いやる気持ちや、子育てを楽しむ気持ち、子どもを大切に思う気持ちが広がり、周囲に広がり、世の中にも広がり、

みんなが幸せになれたらいいなと思う。 

C：外に出ることに積極的な方、家に来てもらうことに躊躇のない方がいる一方で、外にも出にくい、来てもらいづらいと思ってい

る人にも「そのままで大丈夫」と伝えることだと思う。 

D：助けてほしいというタイミングに気付き、自分自身が支援できる気持ちを持って、相手に携わっていけたら良いと思う。 

E：自分で助けてといえない人に、行政などの形式ばった支援ではなく、友達的な手助けをする。 

F：外とのつながりを持てるように、一緒に関わりながら力添えできたらと思っている。話を聞いてあげたり、一緒に外出したり、

負担に思っていることを軽くしてあげることができたらと思う。 

G：公的な制度やサービスでカバーできない部分に対応することを目的とした支援で、行政の補完的な意味合いと捉えている。既存

の制度や政策の中ではニーズを補うことが困難なケースにおいて、枠組みにとらわれず、現状に即した対応が可能なものとして、

インフォーマルな社会資源があげられる。その最たるものが共助であり、柔軟な発想や対応の下に、隙間を埋める支援としてのボ

ランティア活動があると考える。 

H：ホームスタートの考え方の中の特徴は「傾聴」と「協働」。他の団体がやっているものは、代わりにやってあげる作業的なものが

多い気がする。ホームスタートは、一緒に何かをやることで、その状況を共有し、共感し、母親が元気になったり、また、一歩前

に踏み出せるようになったりすることだと考える。他の誰もがやっていない部分が隙間を埋める支援なのかなと考える。 
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Fig.1 Effectiveness of Home Start as “community safety net” 

  

エンパワーされていくと考えられる。 
  
4.2 半構造化面接から作成した事例と考察 
母親（MA），（MB），（MC）に対するホームビジ

ター（V1），（V2），（V3）のホームスタート実践に
ついて，事例を挙げて考察する。事例中の下線  は
母親や家族の困難感，下線  はそれに対するホー
ムビジターの援助，下線  は，支援による効果を
示す。 
  

【事例１：高齢出産した母親（MA）に対するホーム
ビジター（V1）の援助】  
（MA）のケースでは，子どもに機能的な障害が

あり，母親には「産後うつ」の傾向があった。（MA）
は，子育てに対する強い負担感と，子どもにきち
んと関われていないという不安感，子どもに何も
してあげられないという罪悪感を抱いていた。父
親がホームスタートのチラシを見て，すがるよう
な思いで連絡した。 

(V1）は，（MA）と同じ年齢で出産したこと，子
どもが生まれた時に，周りに頼れる人や友達がい
なくて心細かった経験を話した。（MA）は，ホー
ムビジターに相談したいという感じではなく，「と
にかく話をしたい，聞いてもらいたい」という思
いが強かったため，「傾聴」と「共感」を心掛けた。
また，(V1）は訪問の度に子どもが着実に成長して
いることを母親に伝えた。 
(MA）と (V1）の間で，一緒に「支援センター

M」に行ってみようという話が出たが，その間に
子どもが入院し，訪問を中断したため実現はしな
かった。（MA）は体調が良くなり，休薬すること
ができたら車を運転して出かけたい，一緒に行っ
てほしい，子どもを連れて外に行ってみたいとい 
った希望を話すようになった。 

【考察】 
（V1)は，初回訪問時に（MA）が「ホームスター

ト」を利用しようと決断したこと自体が「子どもに
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きちんと関わっている，子どもを一番に考えている」
ことであると伝え，（MA）の不安感や罪悪感を和ら
げていった。また，（V1）は自身の経験として，（MA）
と同じような環境で乳児期の子育てをしたことを話
し，（MA）に寄りそう，「傾聴」と「共感」を心掛
けた。また，（V1）は訪問のたびに「わぁ，大きく
なっているね」と少し大げさに驚いた声を上げ，子
どもの変化を母親に気付かせる援助をしている。こ
うした関わりによって，（MA）は子どもの成長を喜
び，少しずつではあるが将来への希望を持てるよう
になっていった。 
（V1）は，自身の子育てに大きなストレスを感じ
ていた時期に，年上の子どもを持つ母親から「うち
もそうだった」と聞いたり，同じ年齢の子どもを持
つ母親と話をしたりすることで「自分だけじゃない
んだ」と思えるようになった経験を持つ。ホームビ
ジター講習の際に自身の子育てを振り返り，仲間と
小さな助け合いのグループを作り，互いに援助し合
った経験を思い出し，それを別の誰かに分けてあげ
たいとの思いを強く抱くようになった。こうした経
験が，母親に寄りそう支援につながっていると考え
る。（V1）は，ホームホームビジターについて，「オ
ーガナイザーから自分の対応を認められる喜びや，
相談に乗ってもらえる安心感を感じている。スキー
ムのメンバーになっていることが居心地よく，『また
やりたい』と思うことができる」と語っている。 
 
【事例 2：若くして出産した母親（MB）に対するホ
ームビジター（V2）の援助】  
(MB)は，若くして出産したシングルマザーであ
った。(MB)は，とてもきれい好きで，家の中でも
常にマスクをして過ごしていた。 (V2)は，自身も
マスクをつけて子どもと関わるようにした。初め
のうちは，(MB)が自分から話をしてくるとことは
なく，(V2)は子ども遊びながら(MB)の様子を伺っ
ていた。こうした関わりを重ねるうちに，(MB)か
ら離乳食のことなどを聞いてくるようになった。
(V2)は自身の経験を思い出しながら助言をした。 
(MB)のニーズは，「とにかく子どもと遊んでほし
い」というものであった。（V2）が子どもと遊ん
でいる間，(MB)は家事をしていた。(V2)が帰る時
には，(MB)は子どもを抱いて玄関まで見送り「楽
しかった」と言うので，(V2)も「私もとても楽し
かった」と伝えるようにした。(MB)は，自分の複 
 

雑な生い立ちについて（V2）に話すようになった。 
(V2)は，(MB)を外に連れ出そうと考え「支援セ
ンターM」に誘ったが，(MB)は出て行くことがで
きなかった。(V2)は，準備してまったが，(MB)か
ら行きたいという言葉は出なかった。 

【考察】 
（V2）は，家の中でもマスクをしている母親（MB）
を奇異に感じたが，（MB）の考えを尊重し，（MB）
が心を開いてくれることを待った。（MB）から離乳
食のことで相談を受けた際には，分かる範囲で回答
し，訪問後にオーガナイザーに指示を仰いだ。オー
ガナイザーは，（MB）に子どもの月齢に合ったレシ
ピを伝えた。 
（V2）は訪問を重ねるうちに，（MB）には目が離

せない子どもにしっかり関わりたいが，家事もしな
ければならないという葛藤があり，一人での育児を
サポートして欲しい，少しだけ自分の時間が欲しい
という思いからホームスタートを利用したのではな
いかと考えた。（V2）は，子どもと遊ぶことで（MB）
の負担を軽減させながら関係を作っていった。（MB）
は，自分の生い立ちを話すほど（V2）に信頼を寄せ
るようになった。（V2）は「このママが発した言葉
の一つ一つを理解していきたい」と考え，（MB）か
らの発信を待つ，寄りそう関わりを心掛けた。（V2）
は，（MB）が子どもと 2人で引きこもらず，外に出
ていくように働きかけたが，（MB）が支援施設に足
を運ぶことはなかった。しかし，（MB）は（V2）と
の交流の中で，支援を利用する方法や他者に自分の
悩みを発信することで，支援につながることができ
る術を身につけたと考えられる。 
（V2）は，自身も出産後に「子どもの鳴き声が怖
い」といった育児不安やうつ状態に陥り，その際に，
助産師の訪問や，保健センターでの電話相談に助け
られた経験を持っている。また，（V2）はホームビ
ジター講習で「ホームスタートに助けられ，ホーム
ビジターになった」という母親の話を聞き，「ボラン
ティアで来てくれているのだから無理は言えない，
遠慮してしまう」という母親側の気持ちに触れ，利
用者に気を遣わせないように配慮しなければいけな
いと感じた。（V2）は「自分自身も，無償で色々な
人に助けてもらいながら子育てをしてきたので，お
金を頂くことはできない」と語った。 
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【事例 3：多産児の母親（MC）に対するホームビジ
ター（V3）の援助】  
(MC)はフルタイムで就労しており，週 3日保育
所を利用している。核家族世帯のため，休日は父
親が子どもたちの世話をする。夫婦で子育てを分
担しているが，母親は休業日も離乳食作りや家事
に追われるなど負担が大きい。そのような日常生
活の中で，精神的に追い詰められ，育児不安や子
育てが十分に行えていないという罪悪感が強くな
っていた。訪問初日は，母親の「とにかく話を聞
いて欲しい」という思いが非常に強かった。 
(V3)は，子どもたちと遊びながら母親の話に耳
を傾け，母親との関係性を作っていった。(V3)は，
子どもたちが着実に成長していることに気付かせ
るような言葉がけや，離乳食のアドバイスをする
などの支援を行った。 
(MC)は，(V3)との交流により安心感を得ること
ができた。5 回目の訪問では部屋も整理され，母
親の育児感情に変化が見られた。また，ホームビ
ジターと共に子どもたちを連れて外出するといっ
た活動を重ね，母親(MC)は母子サークルに参加し，
他の母子と交流したり，「支援センターM」を訪れ
たりすることができるようになった。    

 
【考察】 
（V3）は，（MC）に対し，「傾聴」と「安心感を

与える会話」を心掛けた。子どもと関わりながら，
母親との関係を作り，前回の訪問時には見られなか
った子どもの行動や様子を言葉にして，子どもの成
長を具体的に示した。また，離乳食については，（V3)
自身も市販の離乳食を利用していたことを伝えたり，
母親の食事をとり分けて食べさせてもいい時期であ
ることに気付かせたりした。（MC)の「子どもが野菜
を食べない」という悩みには，（V3)は「野菜ジュー
スは飲んでいるのだから大丈夫よ」と言うように，
「手作りの離乳食を食べさせなければ」，「好き嫌い
をなくさなければ」という（MC）の思いを和らげ
ていった。こうした関わりを重ねることによって，
（MC）は子育て支援施設や母子サークルに参加す
るようになっていった。（V3）は，3人の子どもを育
てた経験から，（MC）に対し，具体的なアドバイス
を行っている。多産児の子育てをする（MC）は，
子育ての熟達者である（V3）の支援によって，育児
に対する不安を解消していったと考えられる。 

【総合考察】 
（V1），（V2），（V3）の 3 名は，ホームビジター

になったきっかけとして，自身も他者に助けられた
ことを挙げている。また，子育てに戸惑い，悩みを
抱える母親を支援することにやりがいを感じ，認め
られることに喜びを感じている。さらに，家庭を訪
問する際には，「協働」，「傾聴」といったホームスタ
ートの基本姿勢を心掛け，母親に寄り添う支援をし
ている。金岡（2011）は，「『情緒的支援』を感じる
ほど，『育児に対する自己効力感』が高く，『育児負
担感』が低い傾向が明らかとなっており，『情緒的支
援』を感じると『精神的健康』は良好となり，『育児
に対する自己効力感』は高くなる 7）」と述べている。
また，この３名のホームビジターは，ホームスター
トの相互支援という考え方に賛同し，対価を求めず，
ボランティアとして活動することに意義を感じてい
ることが分かる。こうした活動が，母親の育児不安
を軽減し，外に出る意欲を引き出すと同時に，ホー
ムビジター自身もエンパワーされていると言える。 

5 結論 

ホームスタートでは，自身の経験から子育ての難
しさを理解しているホームビジターが，友達のよう
に寄りそうことで，母親の不安感や無力感といった
負の感情を和らげていく。また，母親たちはホーム
ビジターからアドバイスを受けながら子育てをした
り，共に外出したりするといったサポートを受ける
ことで，母親としての自信をつけていく。 
牧野（1982）は，育児不安を「子どもの現状や将
来，或いは育児のやり方や結果に対する漠然とした
恐れを含む情緒の状態また無力感や疲労感，或いは
育児意欲の低下などの生理現象を伴ってある期間持
続している情緒の状態，或いは態度を意味する 8）」
と定義した。これ以降，親，特に母親の育児不安要
因や，育児不安と子どもの育ちとの関連などについ
て様々に議論がなされている。渡辺ら（2005）は，
育児不安要因について明らかにしていく中で「母親
を煩わせる子どもの行動や態度を育児ストレッサー，
それによって引き起こされる母親の育児不安は，ス
トレス反応として考えられる」と述べている。さら
に，この育児ストレッサーが，母親の育児不安に最
も影響を及ぼしているとの知見を得，「子どもの行動
にどう対応してよいかわからないというとまどいが
母親としての不安や適性のなさなどの自信を喪失さ
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せる」と結論付け，「育児を手助けしてくれる人や環
境が育児不安を軽減する要因となる」，「最も身近な
存在である配偶者もサポーターとしての役割を十分
に果たしていない」ことが示唆されるとしている 9）。
ホームスタート利用者は，生活困窮者ではなく，ま
じめで几帳面な印象を受ける母親が多い。母親は，
閉ざされた環境の中で，子どもの育ちや発達に不安
を感じ，精神的に追い詰められているが，実際に関
わってみると子育てや，子どもの発育には大きな問
題はないといったケースが散見される。このような
状況にある母親に対し，家庭を訪問するホームビジ
ターが「あなたのやり方で大丈夫，子どもは順調に
成長している」と伝え，気づかせることで，不安が
安心に代わっていく。 
子どもの誕生は，母親にとって大きな喜びであり
ながらも，時に子どもの行動やその存在までもが自
身を脅かすストレッサーになりうる。ストレスを抱
える母親は，ほんの少しでも子どもから目が離せる
時間を持つことでリフレッシュすることができる。
また，子育て相談といった改まったものではなく，
ホームビジターに世間話の延長のような形で育児の
相談ができる機会があることは，母親にとって大き
な援助になると考える。 
「支援センターM」の活動実践では，現在までに
ホームスタートを利用している 26人（2018年 9月
現在，継続中も含む）のうち，10名が支援の場に足
を運ぶようになったという結果を得ることができた。
また，5 名の母親が保育所に子どもを預け，就労し
ている。こうしたことから，ホームスタートは孤立
した母子を支援の場に引き出す，子育て支援施設の
潜在的利用者を能動的に掘り起こすために効果的で
あると言える。さらに，「支援センターM」での実践
ではホームスタートが期待する，ボランティアがエ
ンパワーされるといった効果も見られた。ホームス
タートは，相互扶助を実現させ，地域コミュニティ
を創出する取り組みであると言えよう。 
地域子育て支援では，場を用意して来所を待つだ
けではなく，Fig.2のような「結びつき」，「援助」「主
体的活動の推進」といった重層的な支援が必要であ
ると考える。 
ホームスタートでは，民意の高まりの中から発展
していくボランティア活動であることに意義がある
としているが，こうした活動を地域子育て支援の中
に組み込んでいくことが必要であろう。そのために

は，保健師や助産師の訪問支援の際にアクセス方法
を知らせたり，ホームスタート事業を行うスキーム
からメールマガジン等で情報発信したりするといっ
た，官民の垣根を超えた広報活動が必要である。 
  

 
Fig. 2 Multi-level childcare support 

 
ホームスタートは，虐待やネグレクトといった，
行政が介入するべき大きな問題を抱えた家庭と，困
難を抱えていない家庭の「隙間を埋める支援」とし
て一定の効果が見込まれる。こうした活動を，日本
の子育て支援政策の中に浸透させていくことは，子
どもを生み育てる環境の整備と母親たちの豊かな子
育てを支える支援につながる，まさに子育て支援の
第一歩であると言えよう。 

6 今後の課題 

西郷（2011）は，本国のイギリスにおいて「利用
者の気持ちに焦点を当てたボランティア活動が今後
継続するか消滅するか岐路に立っている 10）」とし，
ホームスタートのエビデンスが明確ではないと捉え
る向きがあると指摘している。その上で，「孤立感を
なくしたり軽減させたり，親が情緒的に安定したり，
他のサービスを利用する際の補助として，親が自信
をなくさないようにするためなどが利用目的の主な
理由＝ニーズであることがわかる 11）」と述べ，ホー
ムスタートの効果について，科学的な根拠を明示す
るための評価ツールと，評価結果の蓄積が求められ
るとしている。ホームスタートは，日本ではまだ始
まったばかりの取り組みであり，主に母親の心の支
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えとなる活動のため，調査結果の信頼性が計りにく
い。しかし，虐待や夫婦間の問題といった事案への
介入は難しいが，行政の目が届かない「隙間を埋め
る支援」としては一定の効果が見込まれる。 
筆者は，官民が連携してホームスタートを推進し
ていくことは，孤立する母子を救い，「子ども・子育
て支援法」の基本理念である「すべての子どもが健
やかに成長するように支援する」ことの実現につな
がると考える。今回の結果を受け，さらに調査，分
析を重ねることで，子育て支援の一環としてのホー
ムスタートの可能性を明らかにしていきたい。 
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